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総
務
文
教
常
任
委
員
会

熊
谷
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

市
町
村
が
都
市
再
生
整
備
計
画
の
区

域
内
に
滞
在
快
適
性
等
向
上
区
域
を
設
定
す

れ
ば
、
そ
の
区
域
内
は
都
市
計
画
税
等
の
特

例
措
置
の
対
象
に
な
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

特
例
措
置
の
対
象
に
は
条
件
が
あ
り
、

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」

の
創
出
の
た
め
、
官
民
一
体
で
公
共
空
間
の

拡
大
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
場
合
に
該
当

す
る
。

（
資
産
税
課
）

令
和
２
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
総
務
費
・
教
育
費
）
に
つ
い
て

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
ロ
ナ
」
地
域
公
共
交
通

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
等
は
ど
の
く
ら

い
減
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

　

外
出
自
粛
要
請
期
間
を
含
む
４
月
か
ら

６
月
ま
で
の
間
で
、
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

運
賃
収
入
が
４
割
以
上
減
収
し
た
ほ
か
、
消

毒
液
や
マ
ス
ク
、
カ
ー
テ
ン
等
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連
の
対
策
で
１
０
０
万
円
以
上

の
経
費
を
要
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
羽

田
空
港
行
き
の
高
速
バ
ス
に
つ
い
て
は
、運
休
、

減
便
と
な
っ
た
航
空
路
線
の
影
響
を
受
け
、

ほ
と
ん
ど
の
便
が
運
休
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

約
97
％
の
減
収
と
な
り
、
現
在
も
旅
行
者
等

の
自
粛
に
よ
り
利
用
状
況
は
回
復
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
運
賃
収

入
が
７
割
減
と
い
う
報
告
を
受
け
て
い
る
。

（
企
画
課
）

　

小
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
事

業
に
つ
い
て
、
委
託
の
内
容
を
伺
い
た
い
。

　
２
つ
の
業
務
の
委
託
を
予
定
し
て
お
り
、

一つ
目
は
、
校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

に
関
し
て
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
計
か
ら
施
工

ま
で
の
統
括
的
な
業
務
を
委
託
す
る
も
の
で
、

二
つ
目
は
、
学
校
現
場
を
支
援
す
る
た
め
、

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
教
育
総
務
課
）

委員長
　千葉　義浩
副委員長
　新島　一英
委員
　大山美智子
　小林　一貫
　黒澤三千夫　　
　林　　幸子
　閑野　高広
　小島　正泰

　

同
事
業
に
つ
い
て
、
教
員
へ
の
端
末
機

器
の
操
作
指
導
を
伺
い
た
い
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
に
向

け
て
、
日
々
研
さ
ん
を
積
ん
で
い
る
。
ま
た
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
研
究
校
と
な
っ
て
い
る

石
原
小
学
校
の
教
員
が
端
末
機
器
の
活
用
に

つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
今
後
、
そ
の
教
員

が
講
師
と
な
り
各
学
校
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
な
ど
、
効
果
的
な
研
修
を
考
え
て
い
る
。

（
学
校
教
育
課
）

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
ロ
ナ
」
修
学
旅
行
キ
ャ
ン

セ
ル
料
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料

の
詳
細
を
伺
い
た
い
。

　

旅
行
会
社
の
企
画
料
と
宿
泊
に
係
る

キ
ャ
ン
セ
ル
料
で
、
小
学
校
３
校
、
全
中
学

校
16
校
の
合
計
額
と
な
っ
て
い
る
。

（
学
校
教
育
課
）

　
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
コ
ロ
ナ
」
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
10
月

か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
小
・
中
学
校

の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

学
校
の
徴
収
事
務
な
ど
、
そ
の
処
理
の
仕

方
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
は
、
令
和
２
年

10
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
給
食
費

を
保
護
者
か
ら
徴
収
し
な
い
た
め
、
徴
収

事
務
は
発
生
し
な
い
。
ま
た
、
私
立
の
小
・

中
学
校
等
に
通
わ
れ
る
市
内
在
住
の
児
童
・

生
徒
に
は
給
食
費
相
当
分
の
補
助
を
予
定

し
て
い
る
。

（
教
育
総
務
課
）
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環
境
産
業

常
任
委
員
会

市
民
福
祉

常
任
委
員
会

都
市
建
設

常
任
委
員
会

令
和
２
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
農
林
水
産
業

費
・
商
工
費
）
に
つ
い
て

　
か
ん
が
い
排
水
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
の

台
風
被
害
に
よ
る
も
の
と
の
こ
と
だ
が
、
事
業
の
詳
細
を

伺
い
た
い
。

　
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
深
谷

市
菅
沼
地
内
の
幹
線
水
路
の
沈
砂
池
に
お
け
る
護
岸
復
旧

工
事
で
、
事
業
費
は
９
８
７
万
８
０
０
０
円
、
負
担
割
合

は
国
が
66
・
８
％
、
農
業
用
水
を
使
用
す
る
関
係
市
が

16
・
６
％
、
土
地
改
良
区
が
16
・
６
％
で
あ
る
。
な
お
、

関
係
市
の
内
訳
と
し
て
は
、
本
市
の
ほ
か
、
深
谷
市
、
行

田
市
、
鴻
巣
市
が
あ
り
、
そ
の
受
益
面
積
割
合
に
よ
り
補

助
金
の
額
を
算
出
し
て
い
る
。

（
農
地
整
備
課
）

令
和
２
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
民
生
費
）
に

つ
い
て

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍

で
昨
年
度
に
比
べ
、
住
居
確
保
給
付
金
の
申
請
が
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
が
、
対
応
す
る
職
員
配
置
を
伺
い
た
い
。

　

令
和
元
年
度
同
様
、
生
活
困
窮
者
主
任
相
談
支
援

員
と
し
て
正
規
職
員
を
１
名
、
生
活
困
窮
者
相
談
支
援
員

お
よ
び
生
活
困
窮
者
就
労
支
援
員
と
し
て
会
計
年
度
嘱
託

職
員
を
そ
れ
ぞ
れ
１
名
、
合
計
３
名
を
配
置
し
て
い
る
。

　

同
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
住
居
確
保
給
付
金

の
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
生
活
保
護

の
申
請
に
至
っ
た
方
は
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め
家
賃
に
関
す
る
問
題
の

解
決
を
望
み
訪
れ
る
た
め
、
生
活
保
護
の
申
請
に
至
っ
た

方
は
い
な
い
。

　

同
事
業
に
つ
い
て
、
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
事
業
は

ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
伺
い
た
い
。

　
住
居
確
保
給
付
金
事
業
の
ほ
か
に
、
自
立
相
談
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
立
に
向
け
た
包
括
的

な
内
容
の
相
談
も
受
け
、
助
言
や
関
係
機
関
へ
の
案
内
を

し
て
い
る
。

（
生
活
福
祉
課
）

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

市
道
大
里
１
５
５
４
号
線
お
よ
び
１
５
５
５
号
線
の

認
定
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
新
し
い
県
道
冑
山
熊
谷
線
の
第
２
期
整
備
区
間
の
供

用
開
始
に
合
わ
せ
、
速
や
か
に
埼
玉
県
か
ら
市
へ
引
継
ぎ

が
行
え
る
よ
う
埼
玉
県
と
の
覚
書
に
基
づ
き
認
定
し
た
い
。

（
管
理
課
）

令
和
２
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
土
木
費
）
に

つ
い
て

　

新
奈
良
川
の
浚し
ゅ
ん渫せ
つに
つ
い
て
、
工
事
期
間
を
伺
い
た

い
。　

国
の
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債
を
利
用
し
、
令
和
２

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
河
川
課
）

委員長
　石川　広己
副委員長
　沼上　政幸
委員
　栗原　健曻
　影山　琢也
　中島　千尋
　白根　佳典

委員長
　鈴木　理裕
副委員長
　桜井くるみ
委員
　大久保照夫
　森　　新一
　野澤　久夫
　守屋　　淳
　小鮒　賢二
　田中　　正

委員長
　腰塚菜穂子
副委員長
　山下　一男
委員
　福田　勝美
　富岡　信吾
　須永　宣延
　関口　弥生
　権田　清志

整備された沈砂池の護岸（深谷市菅沼地内）

生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
に

つ
い
て
の
詳
細
は

Q
R
コ
ー
ド
か
ら


